
昭和51年２月25日第三種郵便物認可（毎週２回月曜・金曜発行）

昭和53年10月２日発行S SKO通巻281号

国　御にた五はるにのま員
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っ会い新当　゜ﾀ6だ三挿原を会たはとに初この゜年入自発で　　み膠
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運和ま会み会で一現こ八て二　　　　　j:　7ゝ
動四す員｀に総年在れ号早年　本　八　　　ゝ
｀十゜の友初会聞ｏをにく八郎会さ病

患年　みの心員の名第こも月　運　ロ者頃　左会を数会簿三の一現回貝ん友
団か　さの忘は員が号一年在　鳶数
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姦お会

原夕四　゜の問のれ事な発員の　al　の
因Ｉ十　こｏ心に団夕足で機　機願の
不ト七　と先血は体　｀し¬還　　　ふ
明し年は生を発と五１謬の田瓦し!ゝ現
｀ま四　肝方注足し十し原中　　　に
治し月　にのぐ以て三た病で　　～　　　、ゝ
療だｍ銘御努来春年゜友四　　　　状
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治立友　こたの長に患名立僅

の趣の　とれ不　｀発者を総か難意会　はぱ断先展家超会に
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特
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集
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　やずに⌒剛差残の会　治がぉヽ的的③関ら研疾　たり発でデ病
こま　｀つ病作額さ原第一療挙ジ々血免すテ究患四つウ性はスこ

のす本い棟用｀れ因五方法が　｀研管疫る｜がが十てマ筋このに

要゜部でのッた究回当がっ友究病異研マ進国七知チ炎の治指

望　とねのなドシ明聡面確ての休変常究別めの年や　｀｀ほ療定

雄　しば拡いのェと会の立膠会制にの　｀研ら特九ま⑥④か費さ

頂　てむ売薬解１治で対す原とに関発②究れ別月す小結②公れ

の　出強との消グ療採象る病し組す症膠班　｀疾が兄節強費　｀

実　来ぐ専一開とレ法択とこのてみる機原す五患ら　眠性皮負１

現　る要門発吋ｙのさしと原は人研序病友十別膠　原動症翔ず

が　だ望医　ヽ添症確れてを因近れ究にのわ一研原　病脈｀が①

容　け活の⑤君侯立だ五期がいらと関治ち年究病　も周③認全

易　の動地陶画群｀蜀十待わ将れいす療①度班の　公囲皮め身

で　努を方原料の②望二すか来てうるに自かに中　費炎膚ら性

な　力進配病の公膠事年るかに今告研関己ら片前　負｀筋れェ

い　をめ置の無費原項十次　｀研目疾究す免はみ記　拍⑤炎　｀リ

こ　統ね　｀専科負病①月第根究に患　｀る疫疾こ①　の悪知以テ

と　けぱの門化抽の眠ので本の到の④研疾患ＩＳ　苛性よ後－

は　てな実病　｀　｀う原友す的成っ横至究患別れ④　象関び今ト

会　知ら現院④③も病の｀’な果て断続｀にかての　と節多目】

る　思と患がのる　膠よの状る療行川コと解　集求まのなが員
と第いは者で会と第原う診態　゜相の優｜でし第をさせ意ぐ　｀の

い三ま患運きにい二病に療を主談９－ナす　｀一具れん志　｀要み

うにす者勣る入うにに言時常治特陶先「　゜病に休る　゜のこ望庖

自ぱ白の　｀会固は対。間に医集原生｀友気は化今従結れ活き

覚会　身立従しい会すそで記を゛特著医のに友す日来集を勣ん

を員　の場っだ信員るれも録全心集ミ療会うのるのにが背にも

持一　社かて者念は理に充し面をｎ膠相のま会事情も必後はよ

っ人　会ら病はを自解よ分て的熟号原談機ぐ会現勢増便か単く

てひ　に言気理持分をっ左受に読－病記関対員をでし左らに御

｀と　対えを想つの屎て指診信し膠の事誌処は列あてこ支還理

友や　すば克的こ病め家示の頼て原はは¬す自記力会と持営解

のが　る梢服なと気て族注参し樹梢な精膠る分しま員はす委下

会友　責気で患で’は貰や窓考て気のし読原方のてすの申る員さ

にの　任をき者す必１周をに日の医』一才し法病児の窓す会のる

多会　で克るに　゜ずと囲受供常理療　｀るのを気まで志ま員努と

く会　も服の痙こ克がのけしｏ解郷友　｀ﾄﾞ見をし　｀結でみ力思

の員　あすでるれ服で人ら短自を説の吏夕出よょ窓掛も左だい

仲で　るるすこはでき々れ時身深と会にタすぐう志があさけま

間あ　とこ　｀と友き允のる間のめ医発塩｜こ理　゜結要りんです

　にれ　をしらすて和郎も勁左き　を結部で原日も言治をが

会反ばこ分て時゜も事　｀限をのだ第大樹へは６常葉え発認い

員縦会の拍還開運存務支度続マい四飲｀寄病記生書ばに識1:

のしのよし営と営続局郎がけすのに迎葉稿気雄治で　｀左し慰

御て活うて委身委しだ役あて　゜ではい書すににので友る　｀め

厄闘勁にい員体員庖よ員り訟会す本たでる関対記ものよ友合

力病はしたのに会けわにまかの゜郎しもこすす録遠会うのい

をの活てだ応少へれ参倒すま運現　｀ま便とるる　｀慮に協会力

切活発全き援しのば照れ゜す営在支す境で質希陰々対力を忖

望力に会たをで会な゛る甚がをの部゜です問望想くすす盛け

すにな員いしも員らし人だ　｀自役役　も　○　ゝ　ゝ　へ本るるり合

る左りのの　｀余の左かが残患分員員　結寄医意陰部希こ立う

次る　｀怠で進裕出いし続念者のはを　構楠療見想へ望とてこ

第とそ志すんが席と友出左の使全応　　｀の相　｀｀寄意で友と

で思のと　゜であは考のしこ身命部長　本形談陰文せ見すのが

すい効力　はる自え会まとでと回し　郎式に想芸るを　゜会で

゜ま果が　そ方由てはしには考原て　ではつ麦作こ于具のき

　すが結　のはで訟どた最低え病い　は伺いに品と紙体治る

　゜会集　仕出すりうズ近勣て患だ　こでて進以てで的勣こ

　　員す　事席かまし別本に活者だ　れも本ん回すでにがと
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　　　　　　三　　　　　　　　二　　　　　　　　一
る決国て・以　｀政加雨え持万　｀めえ会をい友　｀
国詰集｀二上西党゜のま署円国ｉの場痘だの膠　　全
民さ会実当に三舶国悪し名に会し交はに五会原　　国
運れ報行日つ・党会天だ六速読だ流超越三々三　　恵
沢」た告委のい四派錆候゜六ｉ願゜と満え・員六　　者
へ¬集員多て・の願を五六｀署　諸員る四皆号　　家

゜国を会ぐの三満市つ三名外名　決の七・さで　　族
の民発はの総○場煩い・　帽
発本行今出格の一はて匹|支団二　が集三全の知　　へ
展位す陵席が全致こ各・持休一　行会名国絶ら　　゛
的のるも者行国でれ団三募－万　なとの集大せ　　の

を医こ存のな集採唾体の全個人　わ左全会々し　　そ
加療と続希わ会択だ代田は∧　｀　れっ国は御ま　　９

をと　｀す望れ実名春表家互を募　大て代五協し　　後進福全る意ま行れの七詰○含金　成　｀表○力た
め祉国こ見し委ま国十願万むは　功患が○をよ
るを集ともた員し会名に円゛四　を者参名いう
たつ会　｀あ　゜会たでがはをの○　かの加目たに
めぐで仝っ四で゜全参風こ支○　さ訴し標だ　｀

て本部一全言３¬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
｀郎の国う割金　　　　　　　　　　　　　　員－休括過　｀がに
次合郵集申　｀国　　会　回　　　　　　　　　に報にし　｀五決吏

の計送会し団患　　訃　ち　　　　　　　　は告配九成三宅に
通に料咎合体者　　”今　　　　　　　　ゅ集布報果・し運
り繰等加せ空家　　祭　l･1!　　　　　　　　きはさ告　｀七１勣
収入の者供侍族　　12　頴　　　　　　　　わ印れ集敦・しの
支れ諸の頂募集　　に　・　　　　　　　　　た刷まが劃一九輪
金植経たが全会　　つ　団　　　　　　　　　や部し発な付゜を
鮨．．費めあはに　　い　体　　　　　　　　１数だ行らで　ひ
の七にのｐ５よ　　て　支　　　　　　　　せの　゜さび四　ろ
精瓦－費ま割り　　．ク　侍　　　　　　　　ん関　れに・　げ
算　｀六用し上　｀　　｀　署　　　　　　　　　｀係　参金二　て

を○Ξ．とた納国　　　名　　　　　　　⌒御で　加国の　奮い○　｀｀の額会　　　　．　　　　　　　富諒友　団集金　斗
だＯＯ詰でと昌　　　-a:　　　　　　　田承の　休会国　す

し円○願　｀す願　　　　器　　　　　　　　記下会　　｀資集　る１゛○署差る募　　　　゛　　　　　　　゛さ４　支料会　こ
しと円名額　゜全　　　　の　　　　　　　　　い員　侍をの　と
たし９用はとは　　　　　　　　　　　　　゛金　団包経　　｀

めた東
ゑ名言-ﾄ　　　。．－
会団都月　　　昂７

゛体障二　　　体　早

今代害|‾　へ　｀

訟ま=柘一　血に　代　金

①団体支援募金（２団体）20000円

②個人署名募金( 1,640名) 183,000円
上記金額が総額です。

・１石百　Ej　表　改

訂卜　丿仁U　　　　全国患者集合匹上納内芸

刀心艮目　　　金　g我　９
四谷　ポ　H ①団体支援募金　　10,000円（50i）

②個人署名募金　　55,000円（30必）

雨戸レ　　。回目。｡
よをれ時

りすま迄
ゝ_ふ，１　ゝ

①団体支援募金　　10,000円（50 S ）
②個人署名募金　　128,000円（７０多）

ｊ　し

－３－



　心九し　　ま広が　零　す勣連名　作成十　議てわ　富

　か月で－，すく受障団役ず勣称こ　｀が五アす参だ¬田

　ら八今障　　゜深給害休員めを方もの③二回ｙる加る障　｀

　ご日１害　　くの牛とのゐ成針従口説十作ヶこ団運害森

　具にで牛　　勉権金し選等功に来の会二よｉと作勤牛田

　福死賜金　　強利のて出確さつ通会が団りトにに０金｀

　を去加改　　　しを学参も認せいり議一体回訓心配経の河

　かきし医　　て認習加わｊるてとで団　｀答査か布過改付

　祈れてを　　行識会す心れたも言継作②がにましを正秀

　り本かす　　かすにるわまめ計う続と継あよし　｀．を員

　中当らす　　　なる参こわしに議こすい続りるた今報すが

　しにれめ　　　けま加と　｀だ　｀ざとるうし　｀各　゜後告す参

　上残まる　　　れでしに膠゜¬れにこ結社①団　の集め加

　げ恋し会　　ばにて心原　宣¬決と果く運休　方こるし

　まにたに　　　とな私り病　伝単定かにて働の　針と会ま

－す思貪の　　考かたま友　と今し確なよの意　にしI－し

森゜い田代　　え　｀ちしの　学のま認かい継見　つてもた

田　まき表　　　て今もた会　習受しさまが続け　い編三゜

記　すん者　　訃後列゜も　Ｌ袷たれし三に　｀　て集，牛

゜　｀1がと　　かもと　幹　を週　○　べた団竹工　討しに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　明強主れ医そし　感すで　ん会か支　ら　　　　　　　。

夫るい婦はしのに仏ｔ　°｀ほがのし部友痙と　　　　　　と

にい桔に食い日庖達た人淋ん　｀諸て　｀のいっ　　　　ど　ゝ

も明神と事療かち病事のしと去緋　｀又会巾て　　　　．つ

｀目力っ療養ら｜気は命くうるに仏足発にも　　　　つ　加

子へをご広生絶しにあのごに九専達近足た悲　　　　欠　n

供の持はも活判だ生りは　｀突月念会で以っし　　　　女　ク

に道っ　｀　｀か　｀　゜たまか筆然八し員は来てい　　　　ら　難

もがてと安営無膠るせな舌の口ての　｀｀しか　　　　か　う

｀開克つ静ま刃原者んきに事他下だ神本登仙　　　　に　ご

親け服て療なを病に　゜を尽で界辺め奈部いら　　　　ｃ　ざ

｀てしも広げしの　｀　　｀くしざいに川のませ　　、　　い

兄行て困もれて診良　こしたれま　｀り達しを　　河　　　ま

弟く行難　いずは斬き　のが゜まし全雅営だ　｀　　　　　　し

に事くた家庖いを教　口だとした精直貴゜し　　野　　た

もと事事庭らけさ訓　ばいった資力と員　々　　　　　‘

絶思にもをたたれを　か気て　゜田を　｀　｀　け　　干

対いよあ預いいた釦　り持も　慶　｀病ﾈ申　れ　　却

｀まっるか　゜゜ら示　　｀も残　子友身奈　ば　　ｆ

悲すてがるそ又　め　通で恋　さのを川　な

で起だけ苔生一有　　河　　　　右近話　る　た努で　かと方し

す人わ合しき膠志膠　野　　　　い況さ尚半文い力てこり眉、良い

゜のけっふる原に原　千　　　　ま報せ　｀を御とに来こまう員日

　一一でてを仲病よ病　寿　　　　せ告てし願造思心てです　｀皆々

　人す生わ聞友る友子　　　　　゜　｀いばっ族いか下今゜どさを

　とがきか同の話の　さ　　　　　　そたらての１らき員　うん送

　し　｀てち志今し良　ん　　　　　　のたく釦方寸敬いの　かのら

　て利行　｀力匹一合は　を　　　　　　他きのり々　゜意ま皆　　｀意せ

　｀野く悩　｀とい　｀　ご　　　　　　連１聞ま　｀　をし様　日志て

　会千こみ訃しの昭　紹　　　　　　絡す　｀す一　表だと　々とは

　の寿とを互て破邪介　　　　　　聯の私゜日　し一共　努精い

　設子を打い納会四　し　　　　　項でが　も　　｀員に　力神け

　立さ趣ちに集が十　ま　　　　　　左　｀神　早　ごで　｀　さ力な

　にん旨明枝し侍六　す　　　　　記ど奈　く　冥あこ　れにい

　活にとけ神　｀九牛　゜　　　　　にう川　　｀　福るこ　る託　｀

　躍はし合力病れ四　　　　　　　申ぞ支　立　を貪１　碓さそ

　さ当ていを気　｀月　　　　　　　　し医部　ち　か田で　をれれ

　れ時発非養とつに　　　　　　　付焼を　直　祈さ会　願ては

　たの足にい共い患　　　　　　　け相知　ら　りんを　っ居貴

　方発し助　｀にに者　　　　　　　下誤脱　れ　　しの育　てる女
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　自とろ命毎　な主苦て　の業だ
富分でぅ働日そこ人しも関日　｀゜私　　　　　　　　　　　¬

山にしとい々れとにい下節々洗手と　　　　似　　　私

の与よはて々まは励Ｅ羞がで濯の強　　　　　と｀
冬ぇぅＥき汗で左ＩＥを痛すヽ指皮　　　　強　　　の

はら　・ｉまを病いさの整く　゜」炊　｀症　　　　　涜

とれで白し流気でれ－ぇて　事足の　　　　茫　　　体

てたも分だしとし　｀旨る手　　｀の戦　　　，...征
も病誰で　゜｀いよ両でこぶ　と指６　　　ｍ　９　　　　５灸

き気も自そ友ぅぅ親しとま　私　｀は　　　県　戦　　　　　Ξ

び庖恨分のとこ　゜にたのわ　に関四　　　｀　い　　　　
記

しのむを私語と　け　゜出，ら　と節六　　　　　　　　　　Ｌ

いでこどがかを　こ子末々　　っ痛午　　　fj

もすとわこ　｀知　お供ない　てがか

のか．１だん笑ら　以にか｀　はひら　　沢

がら々けない庖　　1づ肋っ便　沁ど始

あ　ｃい恨病　｀か　　のまた隋　　１　ぐま　　　友

り　のん気一-っ　親き私に　いてり

ま　でたに生だ　不れＥＯ　戦農登　　　枝

す　すこな懸私　が　｀Ｅ　っ　い作し

弘をて　りま点診がうはみの　だも本いつ三　反っうあ次が手

を苔きことし滴て役終農九て三け生当まで年始省だ思ヨいあ袋

苫したんめた一汗隅り昨いし年できにすし　｀めしいっＥのるを

しめ払々て　゜日さをか業なょ前すな十　゜よ三ててなたこでのし

めてが目下プ五い休も　｀顔う　｀｀･け年八う年病いいこのすかて

庖く　　々さレ本まん知病　゜　｀田　れミ年と持院まこと指　゜　｀い

いわ･-1をいﾄﾞ｀してれ院子顔植　ばＥ口　゜てにすとでは白足て

でる強八ま二二だ病なは供が前　いあで今ば行゜をしもくがも

くの皮年しｙ週　ｃ院い瓦が半の　けあすは五っ　思ようなあ　｀

れ/.･症間だ十問直ヘヨ月昨分ぬ　ない゜十年た　　９ういっる靴

｀　よ繰　゜六余ち　｀Ｅのっぽ作　いやあ年　｀時　た　゜らでの’ﾄﾞ

たた　｀覗　錠りにす　゜達てれ業　　｀だあの五　｀　の今次行かを

ののがし　　｀こ人ぐ達休くてが　今いＥ生年･先　だ考いく　｀け

むむ前ぐ　やん院主休三れ　｀少　思やＥ命持生　ろえＥ手自い

強かけり　　っ庖　｀治が日る１レ　　うだ後のては　うるＥと分て

皮らどか　と状酸医明間知る無　の　゜二間は永　ととど足でい

症ここえ　生態素のけ　｀かで?v.　は何年を十く　　｀　｀れのもて

よれまし　命が吸先てあゆかだ　ことで生年持　今何だ指分も

｀以て送　は統人生主あ　｀化っ　のし十きはっ　深とけ　｀か　｀

か上払っ　取き　｀が人も姑けた　事て年て持て　くもそあら手

　　　　　　　　　　　　　うに　が　　　　　　　ま切会　ぐ願

　　　　　　　　　　　　　かし５週早新　　　　　すに員それぃ

　　　　　　　　　　　　　゜て⌒゛き｀ぃ人　　　　　゜しのれ!!た

　　　　　　　　　　　　　　会１ても会　　　　　　て皆で　か　　　　　ど二つ　
、　　　　　員ジしの員　　　　　　ぉ｀様はたら

　　　　　c2　び優9、　　　　　名かまでの　　　　　　暮　｀　｀の　｀

　　　　鳶Q　

jyとﾗj］ｼ　　　　

簿らぃ名み　　　　　　ら事１む昔

　　　　豚　諮　　　　　　　　に16ま簿な　　　　　　し務だ　゜Ｏ

　　　　疎必暇　　　　　　　添ぺしをさ　　　　　　下司ま　よ

　　　　　’　　　　　　　　付１だ昨ま　　　　　　さのだ　ぅ

　　　　　　　　　　　　　　さジ　゜成を　　　　　　ぃ皆残　に

　　　　　　　　　　　　　　れを　しご　　　　　　ま様暑　汗

　　　　　･．　　　　　　　　　て切　配紹　　　　　　　す　｀が　　を

　　　　－j。　　　　　　　はり　布介　　　　　　よど統　流

　　,．　’’’’Ｓ　　　　　　　ぃ離　しぃ　　　　　　ぅぅぐ　　し

　　j･　　●　　　　　　　　かし　てた　　　　　　訟ぞそ　て

　　　　　　　　　　　　　　がて　かし　　　　　　祈かぅ　働

謎　　　　　　　

て別　ら-ま　　　　　　や体で　か

　　　　　　　　　　　　　　し繰　一し　　　　　　致をす　せ

　　　　　　　　　　　　　　より　午だ　　　　　　し大゜　て
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ヽり－　　，レっ細順　　　　　　　早四　　な明のかﾐだ内　　　　　☆☆☆☆☆

て一一申てか犬　　◇　　　速ニーっるま十医容　◇　　☆　　☆

到四冊し隅く堂　　謬　　　か○部ていと年療け　膠　　☆再々

盾○九込ら患大　　ピ　　　千円ご．ド日め七柏万　ク　　☆籍☆

後円八みゎ者学　　原　　　7じを|汀さ々を月読ま　原　　☆　¨☆

1,ヽ振つ下１げJJ病　　炳　　　に切「「jいとのににで　特　　☆の☆

仏替円さ寸け院　　の　　　発于に　゜題せ行幻に　巣　　☆御☆

込川にいｏにの　　げ　　　送で送　すていす本　一　　☆　　☆

４紙送I’仰ゎ塩。、ご　　故事科　るご１る部　こ　　☆案☆

ドぞ料　冷か川保　左　　　し務一一　育ざし先に　万　　☆内　☆

１不一　望り優能　し　　　ま陶二　児いた生か　だ　示☆　　☆

いの六　の易一同　か　　　すへ○　記まア力寄　　　　務☆☆☆☆☆

｀’I間○　方く先人　　　　　゜すJ･円　事すンのせ　　　回

　に円　はか生社　　　　　　送　｀　も　゜ヶ御ド　　　扱

　人　｀　　俳，tlが発　　　　　　　り合　　か兄｜」口1さ　　　　い

　お合　哨き本行　　　　　　下計　よ会ト酋い　　　ヽ

　ま計　伺下当｀-’　　　　　さ　　　み員調とま

　す　　じきに　　　　　　　い　　にの査｀し

　i'

｀･ヽ

･

゛……

'

ぐ:jjｽj……‾,
゛'･7‘,9　　　　　　

:

　　　　　‘　　　　　　　　に再ま
ﾚ

jl

'-゛

'‾｢｀

3

7　

.もI

,

4,

1

ご回回,

り　　万年]

Ｌ　ぉ･本ご
登送代百　◇

すりと号
゜下送は　朝

　召料膠　日

　れΞ．原　ホ

　ば互特　ｉ

　｀○集
　？円号　ふ

　速をで　ド

　秘肪す　ク

　千手I･゜　タ

　足で　回りr　　l

　発務

　送伺

　致へ

　　　☆　　　　　　　☆　　　　　　　　　　　　☆　　　　☆

　一りチ務でてャン来　し切て念ご営そに実にしの暑

　｀１　ャ伺四手=リタる　上々も:な報委し人は先だ木か

乍十す「’１寄りテｉ十　げ万すこ告員て阪七立　゜やっ　　事

後二のテで附りィに二　唯々はとしの九I=杜月だ何夕だ

六月でィレ擢品｜て月　すでらでな倉月務にれ時り夏　　務

時百御１送け又八日一　　゜ししすけ田に同京てものも　　局

・口入シり１けザ本日　　　たい゜わ変人を部本一木統　　だ

“|。、用・ドす不｜チ　｀　　　゜力支は子っし支当緒にり　　よ

呼大の１１品川にャこ　　心を郎な様てて部にに武事　　１

よ゛方ういが品今り日　　か出にらが神て艮淋仕山務　　リ

り東に切３ｲJ。回テ　｀　　　らしとな已奈ドのし事実局

九やらヽ符　り街もィパ　　御で’Jいく川丿長いをがの

貼の申が　ま晶咎「　日　　　冥ドてこ庖支９尾秋しな庭

杵片し参　しの加協y:　　　相さもとら部だ弥でてるに

演門出部　たみ致会束　　をっ本ぱれ長水生すた頃あ

ｆ館ドド　　らにし圭京　　　あヽて部本たて井様　ｏ含とる

定にさ来　本しま催卸　　祈いに当こ本弘　｀　ちな夕

　ていて　部！すの売　　　りたとにと節子八　ゃかル

　　　゜居　ぢすのチセ　　　申九９残を運様月　んまミ
　　　　　　　－

－
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さ七てみっとあ内明れ活ア編ち－1しっ病は常ん¬私

ん月たなてでる容るた聊シ集　｀膠ょた気大にな栗の　　＿

とのいさしすとをく三下スにい原うとを変暑にも近　　編

の゛とんまが考釦生名さ夕　｀゜38 °思持にか甘リく　　集

訟ザ思のい　｀え届き．でっッ他も号　わつ美っいンの
括｜いはま悲てけるが九ト団の乙　れ者味だのゴ八　　後

しのまげししかす仲ん殺と伴食の　るにしのかも百　　記

は会す１たいやる間ば良しと田編　のはいとと甘屋　　゜

と場゜し　・ニ１こたっのてのさ集　に残と雨間いさ

てに　で　ュすとちて友広研んに　邨酷のがいよん

もか　　｀　１ががの編をぐ究の入　と左こ少たうが
楽い　明　ス　｀　ヽだ集失友会席か　¬程と々らま７

しで　る　を38私めをつのにが幾　皮きでか　｀いミ

い下　い　送号たに行て会　｀ち度　肉びし　っ今よ力

こさ　友　るはち　｀っ何の事いか　にしたた年がｙ

とっ　口　　こ残の希てとた務て会　ない・のの‘　甘

でた　会　と念役望いかめ伺い議　こ夏　で夏左い

L.み　戈･　にな目あま残に長るを　とで　果はぜよ

弓左　育　忿こでる犬さごの　゜持　ｔあ　実非そこ

　　　　じ部分そ闘っ各とて¬北下をｎ務考会のとせ日に痛足

　　編　め割寄の病て支が知明海さし障局え報でそん常左め早

　　集　ご旁せ他休両部残ら日進ぃて害へて紙すのか生やてに

　　委　了す頂ご験きか念れ諮支゜み年かぃ匿が中　゜活まぃや

　　員　承るき意記たらで１ヽ包部　て金寄１で　゜で病でしまっ
富　　　　下場ま見・ぃ全すすで¬　困２せす¬　ぁ気ぁたすて

田　　　　さ合し等文と国　゜がるぃ　　っ等下の医　なと左　゜゜来
・　　　　ぃもたを芸思会　全八ち　たで１で療　た共た　今だ

寺　　　　7tご原おヽ作ぃ員　会ｃば　こ用い　｀相　だにの　年秋

山　　　　すざ褐待品種へ　員素ん　と解゜ご談　け生知　もは

゜　　　よぃはち。す¬　に晴ぼ　等で　相ｃ　のき恵　又も

森　　　　う１桐し詩｀’支　ごしし　にき　談を　工てを　パう

田　　　　かす集て・　部　紹ぃし　つな　内シ　両ぃ教　ッ私
　　　　願ののぃ短　だ　介会　｀　いい　容リ　がるえ　夕だ

　　　⌒ぃで都ま歌　よ　で報関　て点　か｜　　ぁ毎て　ロも
　　　森致　｀合ず　り　　きを西　も　｀　于ズ　る日下　ｙび）

　　　田しぁｈ°．　に　な発支　知手　組と　とをさ　の手

　　　記まら　｀　随　を　ぃ行郎　寄続　でし　思きぃ　手足

　　　゛すか一　筆　送　こし　　せき　事で　うっ１　節を
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